
ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

平成２９年６月２１日 

秦野市市長公室広報課 

タイトル 第３０回夕暮祭短歌大会 表彰式と講演会 

Ｗｈｅｎ 

(いつ） 
６月２４日(土曜日) 午後１時３０分から 

Ｗｈｅｒｅ 

(どこで) 
市立図書館（秦野市平沢９４番地の１）視聴覚室 

Ｗｈｏ 

(だれが) 
主催 秦野市・秦野市教育委員会 協力 秦野短歌会 

Ｗｈａｔ 

(なにを) 

郷土の歌人、前田夕暮を顕彰し、広く短歌作品を募集する夕暮

祭短歌大会。３０回目となる今年は４月１５日（土曜日）まで、

国内外の短歌愛好者などから４５２首の応募をいただき、審査

の結果、別紙の２５首の入賞作品が決まりました。 

Ｈｏｗ 

(どのように) 

第一部 表彰式 

第二部 講演会 

「前田夕暮と斎藤茂吉」 講師 山田吉郎氏 

Ｗｈｙ 

(なぜ) 

図書館では、郷土の歌人、前田夕暮(まえだゆうぐれ)を顕彰

し、その文学遺産を継承してゆくとともに、｢短歌のふるさとづ

くり｣事業を推進しています。 

本大会をはじめ、夕暮記念こども短歌大会、前田夕暮記念室

における各種事業の実施を通じ、子供から大人まで、多くの市

民が短歌に親しむとともに全国に発信してゆける街づくりを目

指しています。 

過去の実績 昭和６２年度から毎年開催しています。 

今 後 の 

取り組み 

 今後も｢短歌のふるさとづくり｣事業の推進に取り組み、継続

的に開催していきたいと考えています。 

問い合わせ 
市民部図書館 図書館担当 山口 

電話 ０４６３(８１)７０１２ 

 



〔第 1 部〕 表彰式 

  選者による講評・表彰 

〔第 2 部〕 講演会 

 テーマ 前田夕暮と斎藤茂吉 

 講 師 山田 吉郎 氏 
（夕暮祭選者・鶴見大学短期大学部教授） 

 

■お問い合わせ■ 

秦野市立図書館 
〒２５７－００１５ 

秦野市平沢９４－１ 

電話（０４６３）８１－７０１２ 

主催/秦野市・秦野市教育委員会  協力/秦野短歌会 
後援 / 現代歌人協会 日本歌人クラブ 神奈川県歌人会 神奈川新聞社 ｔｖｋ 

平成 29 年 6 月 24 日（土） 
  午後 1 時 30 分から 
会場：秦野市立図書館視聴覚室 

◆表彰式及び講演会◆ 

自
筆
短
冊
「
木
に
花
咲
き
君
わ
が
妻
と
な
ら
む
日
の
四
月
な
か
な
か
遠
く
も
あ
る
か
な 

夕
暮
」
（
秦
野
市
立
図
書
館
蔵
） 



  

 

第 30回夕暮祭短歌大会 講演会 

「前田夕暮と斎藤茂吉」 
前田夕暮は多くの歌人と交流しながら短歌の道を歩んでいます。斎藤茂吉と

は、昭和４年には朝日新聞社の企画でともに「空中競詠」を行い、晩年には茂

吉の郷土を訪問する旅に出るなど、深い交流がありました。二人の歌人の交流

を通して近代短歌史の一コマに触れていただきたいと思います。 

講師 山田吉郎氏 

歌人、歌誌「ぷりずむ」選者、鶴見大学短歌大学部教授、文学博士、 

現代歌人協会会員 

歌集『蝶の記憶』、『実朝塚の秋』、『猫坂物語』 

著書『前田夕暮の文学』、『前田夕暮－受容と創造－』、『前田夕暮百首』（編） 

『丹沢の文学往還記』、『朔北の雲』、『明治短歌の河畔にて』ほか 

写真「空中競詠」（昭和 4年 11月 28日） 

前田夕暮、斉藤茂吉、吉植庄亮、土岐善麿の四歌人 

〒２５７–００１５

神奈川県秦野市平沢９４番地の１ 

電話 ０４６３ ８１ ７０１２ 

秦野市立図書館 
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り

春
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来
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螢
烏
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漁
夫
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春
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夜
光
を
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ら
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登
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は
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汽
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追
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く
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た
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柱
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背
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蒼
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光
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狙
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撃
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二
ノ
塔
辺
り
綿
雲
二
つ

佳
 
作

ス
マ
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合
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人
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満
ち
満
ち
て
話
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咲
か
な
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電
車
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走
る

初
夢
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録
画
ボ
タ
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が
あ
っ
た
な
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欠
片
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繋
が
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済
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塔
ノ
岳
の
枯
草
む
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山
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第
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十
回
夕
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祭
短
歌
大
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白
備
え
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甲
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付
け
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銀
杏
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実
落
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下
に
冬
を
越
し
た
り

山
田
吉
郎
選
者
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村
岡
嘉
子
選
者
賞

秦
野
市
長
賞

秦
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

自
ら
の
卒
業
証
書
を
漉
く
と
い
う
頬
紅
き
子
は
漉
き
桁
ゆ
ら
す

受
話
器
よ
り
こ
ぼ
る
る
高
き
笑
い
声
卒
寿
の
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「
元
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着
信

丹
沢
の
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ふ
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こ
ろ
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で
て
大
磯
め
ざ
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若
き
青
鳩

秦
野
短
歌
会
会
長
賞

ふ
と
気
づ
く
手
の
さ
さ
く
れ
と
切
り
傷
を
湯
け
む
り
に
翳
す
一
日
の
お
わ
り

君
の
話
が
パ
ン
生
地
み
た
い
に
膨
ら
む
ま
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ぼ
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待
っ
て
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お
ー
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雲
よ

爺
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絶
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負
け
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と
か
る
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取
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覚
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た
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か
り
の
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び
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始
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た
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児
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燕
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災
後
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た
る
い
ま
だ
に
も
復
興
を
見
ず
ふ
る
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ま

作
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所
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ク
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崩
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光

桜
待
つ
寺
の
巌
に
す
み
れ
咲
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母
の
や
さ
し
く
幼
子
を
呼
ぶ

古
民
家
の
春
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
に
ブ
ロ
ン
ド
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
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が
き
び
き
び
動
く

入
線
を
知
ら
せ
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Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
「
負
け
な
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」
よ
し
と
構
え
て
治
療
に
向
か
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相
模
野
の
空
ひ
ろ
び
ろ
と
そ
の
果
に
春
雪
ま
と
ひ
阿
夫
利
嶺
は
聳
つ

病
む
父
の
今
日
の
笑
顔
を
見
た
い
か
ら
病
室
の
前
笑
顔
を
作
る

「
お
か
え
り
」
と
笑
う
秦
野
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
厚
い
手
の
ひ
ら
両
手
で
握
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秦野市長賞 田中　恵美子 様
秦野市教育委員会教育長賞 熊本　芳郎 様
秦野短歌会会長賞 山本　博幸 様
村岡嘉子選者賞 永田　吉文 様
山田吉郎選者賞 佐藤　由子 様
佳 作 門　久仁子 様

栁川　維 様

俵山　友里 様

大江　美典 様

杉山　賴子 様

本田　しおん 様

高山　昭子 様

宮田　新 様

星野　一英 様

中村　哲 様

丸山　浅子 様

山田　ゆたか 様

森元　輝彦 様

信安　淳子 様

関野　喜代子 様

秋野　正彰 様

井上　靖 様

松井　純代 様

福島　健太郎 様

内田　禧子 様
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